
19

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

未
発
の
気
象
論
と
禅

―
―
董
其
昌
に
於
け
る
道
学
と
仏
教
の
融
合
と
芸
術
へ
の
反
映
に
就
い
て
の一考
察

松
宮
　
貴
之

は
じ
め
に

芸
林
百
世
の
師
と
称
さ
れ
る
董
其
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
三
六
）
の
書
画
の
研
究
業
績
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
但
し
、
董

の
思
想
を
直
接
に
分
析
し
、
そ
の
反
映
を
芸
術
に
観
ん
と
し
た
研
究
は
、
そ
う
多
く
な
い
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、『
画
禅
室
随
筆
』
に
あ
る
、
あ
る
一
章
か
ら
、
董
の
理
学
と
禅
と
の
融
合
し
た
思
想
を
解
析
し
、
二
つ
の
観

念
を
抽
出
せ
ん
と
し
た
。
そ
れ
が
彼
の
書
画
に
ど
う
表
象
さ
れ
た
か
と
い
う
表
層
的
研
究
を
遠
方
に
定
め
る
も
の
の
、
そ
れ

よ
り
も
、
先
ず
は
、
そ
の
基
底
に
あ
る
観
念
を
、
確
実
に
窮
理
せ
ん
と
し
た
思
想
研
究
で
あ
る
。
追
っ
て
、
そ
の
成
果
を
披

瀝
し
て
い
き
た
い
。

未
発
の
気
象
と
禅
の
論
理

董
其
昌
の
「
気
象
」
に
就
い
て
の
言
説
は
、
ほ
ん
の
数
回
確
認
で
き
、
中
で
も
『
画
禅
室
随
筆
』
巻
四
に
、
次
の
よ
う

に
あ
る
。

中
庸
、
戒
愼
乎
其
所
不
睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
。
既
戒
懼
矣
、
即
属
睹
聞
。
既
不
睹
聞
矣
、
戒
懼
之
所
不
到
、
猶
云
観
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未
発
気
象
。
既
未
発
矣
、
何
容
観
也
。
余
於
戊
子
冬
、
与
唐
元
徴
、
袁
伯
修
、
瞿
洞
観
、
呉
観
我
、
呉
本
如
、
蕭
玄

圃
、
同
会
於
竜
華
寺
憨
山
禅
師
夜
談
。
予
徴
此
義
、
瞿
著
語
云
「
没
撈
摸
処
撈
摸
」。
余
不
肯
其
語
曰
「
没
撈
摸
処
、

切
忌
撈
摸
」。

中
庸
に
、
ま
だ
見
て
い
な
い
も
の
を
恐
れ
、
ま
だ
聞
い
て
い
な
い
も
の
を
恐
れ
る
、
と
い
う
。
恐
れ
て
い
る
と
い
う
以

上
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
見
聞
き
し
て
い
る
の
だ
。
見
聞
き
し
て
い
な
い
と
い
う
以
上
、
恐
れ
よ
う
が
な
い
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
未
発
の
気
象
を
見
る
、
と
言
う
よ
う
な
も
の
だ
。
未
発
で
あ
る
以
上
、
ど
う
し
て
見
る
こ
と
な
ど
で
き

よ
う
か
。

私
が
戊
子
の
冬
に
、
唐
元
徴
、
袁
伯
修
、
瞿
洞
観
、
呉
観
我
、
呉
本
如
、
蕭
玄
圃
と
一
緒
に
竜
華
寺
に
会
し
憨
山
禅
師

の
夜
談
に
、
私
は
こ
の
義
を
求
め
る
と
、
瞿
は
語
っ
て
い
う
「
探
り
よ
う
も
な
い
と
こ
ろ
に
探
る
（
未
発
時
の
工
夫
は
存

立
す
る
と
い
う
立
場
）」
と
。
私
は
肯
ぜ
ず
い
う
に
「
探
り
よ
う
も
な
い
と
こ
ろ
は
、
決
し
て
探
し
て
は
い
け
な
い
（
存
立

し
な
い
と
い
う
立
場
）」
と
。

こ
の
未
発
の
気
象
の
体
認
と
は
、
朱
子
の
師
匠
の
李
延
平
（
一
〇
九
三
―
一
一
六
三
）
の
「
未
発
の
気
象
の
体
認
」
の
学
説

の
影
響
を
受
け
る
主
張
と
思
わ
れ
る
。

気
象
は
こ
こ
で
は
心
の
あ
り
方
と
い
う
よ
う
な
意
味
な
の
で
、
未
発
に
対
し
て
も
已
発
に
も
対
し
て
も
言
う
の
で
あ
ろ

う
。た

だ
、
本
来
未
発
と
い
う
以
上
、
意
識
が
発
現
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
を
「
観
る
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
道
学
で
は
論
じ
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
の
違
和
感
を
提
起
し
て
い
る
の
が
董
氏
の
論
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
董
に
於
い
て
工
夫
は
、
已
発
そ
の
こ
と
を
専
ら
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
批
判
を
二
つ
の
禅
語
に
展
開
し
て
い
る
が
、「
探
り
よ
う
も
な
い
と
こ
ろ
に
探
る
」
に
対
し
、「
ま
だ
探
り
よ
う
も
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な
い
と
こ
ろ
は
、
決
し
て
探
し
て
は
い
け
な
い
」
と
、
未
発
時
の
工
夫
は
存
立
す
る
と
い
う
立
場
と
存
立
し
な
い
と
い
う
立

場
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
董
其
昌
は
、
瞿
洞
観
（
瞿
汝
稷
／
一
五
四
八
―
一
六
一
〇
）
の
説
に
反
対
し
、

未
発
の
工
夫
の
否
定
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
気
象
と
は
な
か
な
か
他
に
置
き
換
え
に
く
い
言
葉
で
、
少
な
く
と
も
気
稟
と
は
全
く
、
別
の
概
念
で
あ
る
。

気
稟
は
、
稟
受
し
た
気
、
要
す
る
に
理
気
の
気
と
同
じ
概
念
だ
が
、
気
象
は
、
あ
り
方
、
様
相
、
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で

あ
る
。

未
発
已
発
は
『
中
庸
章
句
』
第
一
章
が
典
拠
で
あ
り
、
未
発
は
喜
怒
哀
楽
（
情
）
が
発
現
す
る
前
の
、
心
が
静
謐
で
偏
り

の
な
い
状
態
、
従
っ
て
心
本
来
の
あ
り
方
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
大
雑
把
に
言
っ
て
、
心
の
静
が
未
発
、
心
の
動

が
已
発
）。
従
っ
て
、
未
発
の
気
象
を
観
ず
る
、
未
発
の
気
象
を
体
認
す
る
こ
と
を
重
要
な
実
践
項
目
と
す
る
人
々
が
い
た
。

そ
れ
が
楊
亀
山
―
―
羅
豫
章
―
―
李
延
平
と
い
う
学
統
で
、
李
延
平
は
若
き
日
の
朱
子
の
師
で
あ
る
。

ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
、
董
其
昌
が
こ
う
し
た
宋
学
の
伝
統
の
中
で
の
未
発
の
気
象
の
体
認
を
否
定
し
て
い
た
こ
と
を
、

確
認
し
て
い
き
た
い
。

「
没
撈
摸
処
、
切
忌
撈
摸
」
考

そ
も
そ
も
唐
の
裴
休
『
黄
檗
山
断
際
禅
師
伝
心
法
要
』
に
於
い
て
、

凡
夫
取
境
、
道
人
取
心
。
心
境
双
忘
、
乃
是
真
法
。
忘
境
猶
易
、
忘
心
至
難
。
人
不
敢
忘
心
、
恐
落
空
無
撈
摸
処
、
不

知
空
本
無
空
、
唯
一
真
法
界
耳
。

凡
夫
は
境
（
外
的
対
象
）
を
選
び
取
る
、
し
か
し
道
人
は
お
の
れ
の
心
を
選
び
取
る
。
そ
の
心
も
境
も
と
も
に
忘
却
し

て
し
ま
う
、
と
な
っ
て
は
じ
め
て
真
の
法
で
あ
る
。
境
を
忘
却
す
る
こ
と
は
ま
だ
し
も
易
し
い
が
、
心
を
忘
却
す
る
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―
―
心
を
空
な
ら
し
め
る
―
―
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
世
人
は
な
か
な
か
心
を
忘
却
し
き
れ
な
い
。
と
い
う
の

は
、
虚
無
に
落
ち
込
ん
で
、
と
っ
か
か
り
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
る
か
ら
だ
。
あ
に
は
か
ら
ん

や
、
空
に
は
も
と
も
と
虚
無
な
る
も
の
は
な
く
、
あ
る
の
は
万
有
あ
る
が
ま
ま
の
理
法
の
世
界
一
つ
だ
け
で
あ
る
⑴
。

と
あ
る
の
が
、
董
其
昌
と
瞿
汝
稷
（
号
・
洞
観
）
と
の
遣
り
取
り
で
問
題
と
な
っ
た
「
没
撈
摸
処
」
の
典
拠
で
あ
る
。

さ
ら
に
宋
の
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』「
示
東
峯
居
士
」
に
も
、

却
向
没
撈
摸
処
、
没
滋
味
処
、
試
撈
摸
咬
嚼
看
。
撈
摸
来
撈
摸
去
、
咬
嚼
來
咬
嚼
去
、
忽
然
向
没
滋
味
処
咬
著
舌
頭
、

没
撈
摸
処
打
失
鼻
孔
、
方
知
趙
州
老
人
道
、
未
出
家
時
被
菩
提
使
、
出
家
後
使
得
菩
提
。

さ
ら
に
手
ご
た
え
（
と
っ
か
か
り
）
の
な
い
（
探
さ
な
い
で
い
い
）
と
こ
ろ
や
味
の
な
い
と
こ
ろ
に
試
み
に
手
さ
ぐ
り
し
、

噛
み
砕
い
て
み
な
さ
い
。
何
回
と
な
く
手
さ
ぐ
り
し
、
噛
み
砕
い
て
い
く
う
ち
に
、
ふ
と
味
の
な
い
と
こ
ろ
で
舌
を
噛

み
、
手
ご
た
え
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
鼻
を
見
失
え
ば
、
ま
さ
に
趙
州
老
人
の
い
う
、
い
ま
だ
出
家
し
て
い
な
い
時
は
菩

提
に
使
わ
れ
、
出
家
し
た
後
、
菩
提
を
使
い
得
た
り
と
い
う
意
味
を
知
れ
よ
う
。

と
あ
り
参
禅
者
に
対
す
る
教
示
で
あ
っ
て
、「
咬
著
舌
頭
」
は
、
恐
ら
く
思
慮
言
語
を
絶
し
た
境
地
に
至
っ
た
状
態
の
譬
喩

だ
と
思
わ
れ
る
。「
打
失
鼻
孔
」
も
同
じ
方
向
性
の
語
だ
ろ
う
⑵
。

つ
ま
り
こ
の
場
合
も
、「
撈
摸
」
は
「
手
ご
た
え
」「
と
っ
か
か
り
」、
ま
た
は
哲
学
的
に
は
「
意
識
」「
想
念
」
の
意
で

用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
『
明
儒
学
案
』
巻
二
十
三
、「
忠
介
鄒
南
先
生
元
標
」
に
、

新
安
王
文
軫
曰
、「
丁
酉
、
在
南
都
参
訪
祝
師
、
認
心
不
真
、
無
可
撈
摸
。
坐
間
日
影
正
照
、
祝
師
指
曰
、『
爾
認
此
日

影
為
真
日
、
不
知
彼
陰
暗
処
也
是
真
日
』。
因
此
有
省
」。
曰
、「
爾
道
認
心
不
真
、
無
可
撈
摸
。
不
知
無
可
撈
摸
処
、

便
是
真
心
」。



23

禅文化研究所紀要 第36号（令和5年5月）

新
安
の
王
文
軫
が
言
う
に
は
、「
丁
酉
に
、
南
都
に
あ
っ
て
祝
師
を
参
訪
し
、
心
を
正
し
く
体
認
で
き
ず
、
と
っ
か
か

り
を
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
坐
す
る
間
、
日
の
光
が
ま
さ
に
照
し
て
い
た
。
祝
師
が
指
し
て
言
う
に
は
、『
あ
な
た
は

こ
の
日
影
を
認
め
て
真
日
と
し
た
が
、
陰
暗
も
ま
た
真
日
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
』
と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
悟
る
と
こ

ろ
が
っ
た
」
と
。
鄒
元
標
が
言
う
に
は
「
あ
な
た
は
心
を
正
し
く
体
認
で
き
ず
、
探
す
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
と
言
っ
た

が
、
探
す
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
の
が
、
す
な
わ
ち
真
心
な
の
だ
」
と
。

と
あ
り
、
探
す
べ
き
と
こ
ろ
、
尋
ぬ
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
が
、
真
心
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
禅
語
に
み
た
、
と
っ
か
か
り
、
探
す
べ
き
と
こ
ろ
、「
意
識
」
を
超
え
る
、
も
し
く
は
な
い
、
拘
ら
な
い
と
い

う
の
が
真
法
、
真
心
で
あ
る
と
す
る
禅
学
の
「
撈
摸
」
論
の
議
論
の
蓄
積
の
上
に
、『
画
禅
室
随
筆
』
の
未
発
の
気
象
論
、

と
っ
か
か
り
の
な
い
と
こ
ろ
を
「
探
す
」「
探
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
見
解
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
画
禅
室
随
筆
』
に
見
え
る
李
卓
吾
と
袁
兄
弟

こ
の
『
画
禅
室
随
筆
』
の
引
用
に
は
続
き
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

又
徴
「
鼓
中
無
鐘
声
、
鐘
中
無
鼓
響
、
鐘
鼓
不
交
参
、
句
句
無
前
後
」
偈
。

瞿
曰
「
不
碍
」。
余
亦
不
肯
其
語
曰
「
不
借
」。
是
夕
、
唐
袁
諸
君
子
、
初
依
法
門
、
未
能
了
余
此
義
、
即
憨
山
禅
師
亦

両
存
之
、
不
能
商
量
究
竟
。
余
謂
諸
公
曰
、
請
記
取
此
語
、
異
時
必
自
有
会
。
及
袁
伯
修
見
李
卓
吾
後
、
自
謂
大
徹
。

甲
午
入
都
、
与
余
復
為
禅
悦
之
会
。
時
袁
氏
兄
弟
、
蕭
玄
圃
、
王
衷
白
、
陶
周
望
数
相
過
従
。
余
重
挙
前
義
、
伯
修
竟

猶
溟
涬
余
語
也
。

ま
た
「
鼓
中
に
鐘
声
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
鐘
中
に
鼓
の
響
き
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
鐘
鼓
互
い
に
交
わ
ら
な
い
。
句

句
に
前
後
な
し
」
と
い
う
偈
を
問
う
。
瞿
が
い
う
「
さ
ま
た
げ
な
い
」
と
。
私
が
ま
た
肯
定
せ
ず
「
借
り
な
い
」
と
い
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う
。

こ
の
夕
、
唐
・
袁
ら
諸
君
子
は
、
初
め
て
法
門
に
依
り
、
い
ま
だ
私
の
意
味
が
分
か
ら
ず
、
そ
こ
で
憨
山
禅
師
が
ま

た
、
ど
ち
ら
か
に
軍
配
を
あ
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
二
つ
と
も
存
し
た
が
、
究
明
で
き
な
か
っ
た
。
私
が
諸
公
に

言
う
に
は
「
こ
の
言
葉
を
覚
え
て
お
き
な
さ
い
。
他
日
、
か
な
ら
ず
自
然
と
わ
か
る
時
が
く
る
だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
。

袁
伯
修
は
李
卓
吾
に
見
え
た
後
、
自
ら
大
悟
し
た
と
思
っ
た
。
甲
午
、
都
に
入
り
、
私
と
禅
悦
の
会
を
為
し
、
時
に
袁

氏
兄
弟
、
蕭
玄
圃
、
王
衷
白
、
陶
周
望
、
こ
も
ご
も
相
従
っ
た
。
私
が
前
義
を
挙
げ
た
が
、
伯
修
は
つ
い
に
く
ら
い
ま

ま
だ
っ
た
。

と
あ
る
。「
鼓
中
に
鐘
声
な
く
、
鐘
中
に
鼓
響
な
し
。
鐘
鼓
交
参
ぜ
ず
。
句
句
前
後
な
し
」
と
は
、
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う

か
。ま

ず
宋
の
恵
洪
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
四
「
福
州
玄
沙
備
禅
師
」
に
⑶
、

動
即
渉
塵
労
之
境
、
静
則
沈
昏
酔
之
鄉
。
動
静
双
泯
、
即
落
空
亡
。
動
静
双
収
、
即
漫
汗
仏
性
。
必
須
対
其
塵
境
、
如

枯
木
寒
灰
、
但
臨
時
応
用
、
不
失
其
宜
。
如
鏡
照
像
、
不
乱
光
輝
。
如
鳥
飛
空
、
不
雑
空
色
。
所
以
十
方
無
影
像
、
三

界
絶
行
蹤
。
不
堕
往
来
機
、
不
住
中
間
相
。
鐘
中
無
鼓
声
、
鼓
中
無
鐘
聲
、
鐘
鼓
不
交
参
、
句
句
無
前
後
。
如
壮
士
展

臂
、
不
借
他
力
。
如
師
子
游
行
、
豈
求
伴
侶
。

思
念
を
動
か
せ
ば
生
死
流
転
の
原
因
と
な
り
、
静
か
な
ま
ま
で
は
、
暗
昏
の
世
界
に
沈
溺
す
る
。
と
い
っ
て
も
動
も
静

も
共
に
断
て
ば
、
無
記
の
虚
無
に
落
ち
込
み
、
動
も
静
も
共
に
閉
じ
れ
ば
、
己
の
仏
性
を
く
ら
ま
す
こ
と
に
な
る
。
だ

か
ら
外
界
の
事
象
に
対
し
て
、
枯
木
寒
灰
の
よ
う
に
構
え
、
そ
の
時
そ
の
場
に
対
応
し
て
、
ぴ
た
り
と
ツ
ボ
（
中
庸
・

止
揚
）
を
得
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
鏡
は
さ
ま
ざ
ま
な
像
を
映
し
て
も
、
鏡
自
体
の
光
を
乱
す
こ
と
な
く
、
鳥

は
空
を
飛
ん
で
も
、
そ
の
空
の
色
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
か
く
し
て
、
一
切
の
場
所
に
自
己
の
影
を
残
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す
こ
と
な
く
、
三
界
に
吾
足
跡
を
留
め
る
こ
と
な
く
、
去
来
常
な
き
諸
法
の
在
り
方
に
は
ま
り
込
ま
ず
、
ま
た
中
道
的

な
理
念
に
腰
を
据
え
る
こ
と
も
な
い
。

鐘
に
は
太
鼓
の
響
き
は
な
く
、
太
鼓
に
は
鐘
の
響
き
は
な
い
。
鐘
と
鼓
の
響
き
が
混
和
し
な
い
よ
う
に
、
言
葉
は
そ
の

一
句
一
句
が
前
後
関
係
な
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
独
立
し
た
絶
対
性
を
発
揮
す
る
。
ち
ょ
う
ど
壮
士
が
力
を
揮
う
の
に
人
の
力
を
借
り
な

0

0

0

い0

よ
う
に
、
ま
た
獅
子
が
旅
す
る
の
に
道
連
れ
を
求
め
は
し
な
い
よ
う
に
。

と
あ
る
「
動
静
」「
清
濁
」
の
峻
別
、
そ
し
て
、
動
、
濁
を
対
象
化
し
、
交
え
な
い
意
が
原
拠
で
あ
る
。

ま
た
董
其
昌
の
未
発
の
気
象
論
と
禅
、
加
え
て
鐘
鼓
の
「
借
り
な
い
」
に
象
徴
さ
れ
る
動
静
の
句
を
知
る
糸
口
と
し
て
、

「
袁
伯
修
は
李
卓
吾
に
見
え
た
後
、
自
ら
大
悟
し
た
と
思
っ
た
」
と
あ
る
、
袁
宗
道
兄
弟
と
李
卓
吾
（
一
五
二
七
―
一
六
〇
二
）

と
の
遣
り
取
り
に
、
こ
こ
で
は
注
目
し
た
い
。

先
ず
『
楞
厳
経
』
巻
二
の
、

晦
昧
、
空
と
為
り
、
空
と
晦
暗
と
の
中
に
、
暗
を
結
ん
で
色
と
為
る
。（
Ｔ
十
九
・
一
一
〇
下
）

の
解
釈
に
就
い
て
、
李
は
、『
焚
書
』〈
解
経
文
〉
の
中
で
⑷
、

夫
使
空
而
可
為
、
又
安
得
謂
之
真
空
哉
。
縦
然
為
得
空
来
、
亦
即
是
掘
地
出
土
之
空
、
如
今
之
所
共
見
太
虚
空
耳
、
與

真
空
總
無
交
渉
也
。
夫
其
初
也
、
本
以
晦
昧
不
明
之
故
而
為
空
、
其
既
也
、
反
以
為
空
之
故
、
益
晦
暗
以
不
明
。

も
し
空
が
作
ら
れ
る
も
の
な
ら
、
い
っ
た
い
真
空
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
そ
う
し
て
空
を
得
て
も
、
ま
た
こ

れ
は
地
を
掘
り
土
を
出
す
空
で
あ
り
、
今
人
が
共
に
み
る
大
空
の
如
き
で
あ
ろ
う
。
真
空
と
は
す
べ
て
交
渉
の
な
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
初
め
は
、
も
と
晦
昧
に
し
て
明
ら
か
な
ら
ざ
る
こ
と
か
ら
空
と
し
た
が
、
そ
の
後
、
か
え
っ
て
空
と

し
た
こ
と
か
ら
ま
す
ま
す
晦
暗
と
な
り
、
不
明
と
な
っ
て
し
ま
う
。

と
し
、
真
空
の
実
相
に
暗
く
し
て
、
曖
昧
不
明
を
空
と
す
る
こ
と
を
否
と
す
る
。
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さ
ら
に
、

唯
是
吾
心
真
空
、
特
地
結
起
一
朵
晦
暗
不
明
之
色
、
本
欲
為
空
、
而
反
為
色
、
是
以
空
未
及
為
而
色
已
暗
結
矣
。
故
曰

「
結
暗
為
色
」。
於
是
即
以
吾
晦
暗
不
明
之
妄
色
、
雑
吾
特
地
為
空
之
妄
想
、
而
身
相
宛
然
遂
具
、
蓋
吾
此
身
原
従
色
想

交
雑
而
後
有
也
。

た
だ
真
空
な
る
吾
が
心
に
わ
ざ
わ
ざ
一い

ち

朵だ

の
晦
暗
不
明
の
色
（
モ
ノ
ト
ー
ン
で
は
な
い
イ
マ
ー
ジ
ュ
）
を
結
び
お
こ
し
、
も

と
は
空
た
ら
ん
と
し
た
の
に
か
え
っ
て
色
と
な
っ
て
、
空
と
な
ら
ず
、（
空
が
）
暗
結
し
て
色
と
な
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
い
う
、「
暗
を
結
ん
で
色
と
な
る
」
と
。
つ
ま
り
吾
が
晦
暗
不
明
の
妄
色
に
よ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
空
と
な
せ
る
妄

想
を
雑
え
、
身
相
が
、
さ
な
が
ら
に
遂
に
具
わ
っ
て
し
ま
う
。
思
う
に
、
吾
が
こ
の
身
は
、
も
と
色
と
想
（
想
念
）
と

を
交
雑
し
て
の
ち
あ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
し
、
後
文
で
、

吾
が
色
身
よ
り
、
山
河
大
地
虚
空
に
至
る
ま
で
「
吾
が
妙
明
真
心
中
の
一
点
の
物
相
」

と
あ
り
、

そ
の
自
然
な
る
心
の
相
は
空
じ
よ
う
も
な
く
、

別
に
「
倫
物
（
人
の
常
の
情
。
事
物
の
常
理
）
上
に
於
い
て
真
空
を
識
る
べ
し
」（
巻
一
書
答
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
真
空
論

が
、
ふ
て
ぶ
て
し
い
ま
で
の
人
間
性
の
肯
定
に
根
差
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
⑸
。
さ
ら
に
、

比
類
以
観
、
則
晦
昧
為
空
之
迷
惑
、
可
破
也
已
。
且
真
心
既
已
包
却
色
身
、
洎
一
切
山
河
虚
空
大
地
諸
有
為
相
矣
。
則

以
相
為
心
、
以
心
為
在
色
身
之
內
、
其
迷
惑
又
可
破
也
。

比
類
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
晦
昧
為
空
の
ま
よ
い
は
、
破
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
。
そ
も
そ
も
真
心
は
す
で
に
色
身
を
包

み
退
み
、
一
切
の
山
河
虚
空
あ
ら
ゆ
る
有
為
相
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
相
を
心
と
し
、
心
を
色
身
の
內
に
あ
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り
と
す
れ
ば
、
そ
の
ま
よ
い
も
ま
た
破
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
こ
で
は
結
ん
で
い
る
。

こ
の
空
へ
の
複
雑
な
観
念
に
対
し
て
袁
宗
道
（
一
五
六
〇
―
一
六
〇
〇
）
は
『
白
蘇
斎
類
集
』
巻
十
四
で
、

晦
昧
為
空
、
為
字
従
来
未
有
如
此
解
者
、
未
有
如
此
直
截
透
徹
者
。

「
晦
昧
を
空
と
為
す
」
の
「
為
」
字
は
従
来
こ
の
よ
う
に
解
し
た
も
の
は
お
ら
ず
、
い
ま
だ
こ
の
よ
う
に
直
截
透
徹
な

も
の
は
い
な
い
。

と
全
面
肯
定
す
る
遣
り
取
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
李
卓
吾
に
よ
っ
て
悟
道
を
開
眼
し
た
弟
袁
中
郎
（
一
五
六
八
―
一
六
一
〇
）
は
『
袁
中
郎
集
』
巻
二
十
一
の
中
で
、

何
以
如
此
、
不
離
煩
悩
而
証
解
脱
、
此
乃
古
先
生
誑
語
。

と
煩
悩
を
離
れ
ず
解
脱
を
証
す
る
姿
勢
を
、
官
途
に
就
い
た
の
ち
「
誑
語
」
と
ま
で
厳
し
く
批
判
し
て
述
べ
て
い
る
。

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
仏
性
と
空
の
不
全
、
動
静
、
煩
悩
の
混
濁
を
説
く
議
論
を
前
提
に
す
れ
ば
、
つ
ま
り
、

又
徴
「
鼓
中
無
鐘
声
、
鐘
中
無
鼓
響
、
鐘
鼓
不
交
参
、
句
句
無
前
後
」
偈
。

瞿
曰
「
不
碍
」。
余
亦
不
肯
其
語
曰
「
不
借
」。

の
意
味
と
は
、『
禅
林
僧
宝
伝
』
を
下
地
に
、
静
（
未
発
の
中
）
と
動
（
已
発
の
念
・
煩
悩
）
は
本
来
、
混
和
し
な
い
よ
う
に
、
前

後
関
係
な
く
独
立
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
障
り
や
さ
ま
た
げ
が
な
く
自
由
自
在
と
す
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
、
峻
別
す

べ
き
と
い
う
強
い
批
判
で
あ
り
答
え
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
影
響
と
し
て
、
感
情
と
理
性
の
混
濁
、
雄
渾
な
浄
化
を
是
と
す
る
袁
兄
弟
と
李
卓
吾
の
遣
り
取
り
の
内

実
が
あ
る
。

こ
の
章
は
所
謂
、
未
発
と
已
発
の
混
淆
へ
の
批
判
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
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そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ほ
ど
に
否
定
的
で
あ
る
の
が
董
の
特
徴
で
あ
り
、
李
卓
吾
が
説
く
未
発
・
已
発
を
蔵
し
た
「
童
心
」

と
も
や
や
違
う
、
未
発
・
已
発
、
峻
別
の
上
の
已
発
中
心
の
気
象
観
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

李
卓
吾
と
董
其
昌
の
時
代

『
画
禅
室
随
筆
』
に
は
、
万
暦
二
六
（
一
五
九
八
）
年
に
、
董
其
昌
は
李
卓
吾
を
訪
ね
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

時
、
李
卓
吾
は
七
二
歳
、
董
其
昌
は
四
四
歳
で
、
か
な
り
の
年
齢
の
差
が
あ
っ
た
が
、
董
其
昌
は
李
卓
吾
を
崇
敬
し
た
。

な
お
、
二
人
が
出
会
っ
た
四
年
後
の
万
暦
三
〇
年
（
一
六
〇
二
）
年
に
、
李
卓
吾
は
「
あ
え
て
乱
道
を
唱
え
、
世
を
惑
わ

し
、
民
を
誣あ

ざ
むく
」
も
の
と
し
て
、
官
か
ら
罪
を
問
わ
れ
、
獄
中
で
自
殺
し
て
い
る
⑹
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
る
と
、
董
其
昌
は
一
種
の
過
激
な
思
想
を
抱
い
た
反
逆
児
で
で
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

実
際
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
神
田
喜
一
郎
は
付
言
し
て
い
る
。

つ
ま
り
思
想
的
に
は
李
卓
吾
に
共
鳴
し
て
も
、
実
際
の
行
動
の
上
に
は
極
端
な
こ
と
を
な
し
え
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
当
時
の
士
大
夫
の
間
に
は
、
仏
教
の
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
董
其
昌
も
仏
教
に
心
を
惹
か
れ
て
お
り
、

董
其
昌
の
出
た
明
王
朝
の
万
暦
時
代
は
「
孔
子
の
家
法
に
遵
わ
ず
し
て
、
意
を
禅
教
に
溺
る
」（
一
六
〇
二
年
、
時
の
礼
部
給
事

張
問
達
が
李
卓
吾
を
弾
劾
し
た
疏
の
中
の
一
節
）
と
い
う
の
が
、
一
般
の
風
潮
で
あ
っ
た
。

李
卓
吾
も
王
陽
明
の
学
問
を
お
さ
め
た
学
者
で
あ
る
が
、
禅
学
に
心
酔
し
て
、
そ
の
身
は
儒
服
を
つ
け
な
が
ら
、
仏
寺

に
起
居
す
る
と
い
う
状
態
で
、
そ
の
学
問
は
儒
仏
、
い
ず
れ
と
も
分
け
ら
れ
な
い
。

ま
た
三
教
一
致
の
思
想
を
抱
き
、
道
家
の
「
ヵ□
地
一
声
」
も
、
釈
家
の
「
未
生
以
前
」
も
、
儒
家
の
「
未
発
之
中
」
に

対
し
て
も
、
要
す
る
に
帰
着
す
る
と
こ
ろ
は
同
一
で
、
い
ず
れ
も
「
人
を
し
て
学
に
参
ぜ
し
め
る
た
め
の
話
頭
」
に
過
ぎ
な

い
と
説
く
⑺
。
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ま
た
李
卓
吾
と
と
も
に
董
其
昌
が
平
生
崇
敬
し
た
達
観
真
可
（
一
五
四
三
―
一
六
〇
四
）
を
こ
こ
で
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

達
観
真
可
は
、
雲
棲
袾
宏
、
憨
山
徳
清
と
並
ん
で
、
明
末
万
暦
時
代
に
出
た
三
大
師
の
一
人
で
、
儒
学
に
も
深
い
造
詣

を
持
ち
、
泰
州
学
派
、
陽
明
学
に
心
を
寄
せ
て
い
た
。

政
治
問
題
に
も
関
心
を
示
し
、
最
後
に
砿
税
の
害
を
痛
論
し
、
神
宗
の
逆
鱗
に
触
れ
、
獄
中
刑
に
処
せ
ら
れ
死
ん
だ
禅

僧
で
あ
る
。

そ
の
達
観
は
李
卓
吾
に
つ
い
て
も
「
卓
吾
天
台
」
と
い
う
文
を
残
し
て
い
る
。

『
紫
柏
尊
者
全
集
』
巻
二
十
一
、「
卓
吾
天
台
」
の
原
文
を
見
る
と
、
達
観
の
趣
旨
は
、
未
発
を
水
、
已
発
を
波
と
体
用

の
関
係
で
と
ら
え
、
未
発
已
発
と
も
に
取
ら
ず
、
ま
た
捨
て
ず
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
次
の
李
卓
吾
と
天
台
（
耿
子
庸
）
両

者
と
も
に
与
せ
ず
と
い
う
も
の
あ
る
。

達
観
は
、
天
台
と
卓
吾
の
四
書
の
喫
緊
切
要
の
語
と
し
て
、
前
者
が
『
孟
子
』
の
「
聖
人
は
人
倫
の
至
り
」
を
挙
げ
、

後
者
が
『
中
庸
』
の
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
い
う
」
を
挙
げ
論
争
し
た
の
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う

に
主
張
し
た
。

「
死
水
は
固
よ
り
竜
を
蔵
す
べ
か
ら
ず
。
活
水
も
ま
た
豈
に
竜
を
蔵
す
所
な
ら
ん
や
」
と
達
観
は
古
徳
の
言
を
引
く
が
、

こ
れ
は
「
仮
竜
」
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
死
水
は
「
聖
人
は
人
倫
の
至
な
り
」
の
語
、
活
水
は
「
未
発
の
中
」
の
語
を
当
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
死
水

で
は
竜
は
生
き
ら
れ
ず
、
さ
り
と
て
活
水
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
も
な
い
。
真
竜
な
ら
ば
、
水
の
死
活
は
問
題

で
な
く
、
死
活
は
竜
に
あ
っ
て
水
に
な
い
と
い
う
、
両
者
を
裁
断
す
る
。

も
っ
と
も
、
そ
う
し
た
一
般
の
風
潮
に
抗
し
て
、
旧
来
の
伝
統
を
守
り
、
程
朱
の
学
問
を
奉
ず
る
正
統
派
の
学
者
も
少

な
く
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
李
卓
吾
も
正
統
派
の
学
者
か
ら
、
激
し
い
非
難
攻
撃
を
蒙
っ
て
、
つ
い
に
は
悲
惨
な
最
期
を
遂
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げ
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

神
田
喜
一
郎
は
、
李
卓
吾
や
董
其
昌
に
蜀
学
、
つ
ま
り
蘇
軾
の
影
響
を
み
る
が
⑻
、
特
に
儒
仏
を
峻
別
す
る
正
統
な
程
朱

の
学
問
に
対
し
て
、
こ
の
万
暦
時
代
ほ
ど
、
そ
れ
に
反
対
す
る
風
潮
が
巻
き
起
こ
っ
た
時
代
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
時
代

に
李
卓
吾
と
董
其
昌
は
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
る
⑼
。

小
結以

上
『
画
禅
室
随
筆
』
の
一
つ
の
章
か
ら
、
董
其
昌
の
理
学
と
禅
の
思
想
構
造
に
就
い
て
確
認
し
た
。

そ
の
上
で
、
董
の
画
論
は
、
朱
子
学
と
は
違
う
方
向
性
を
強
く
孕
み
、
ま
た
李
卓
吾
と
も
少
し
く
異
な
っ
て
い
た
。
こ

こ
で
は
、
二
つ
の
観
念
、
そ
れ
は
未
発
の
工
夫
を
強
く
拒
否
す
る
も
、
未
発
と
已
発
、
静
は
静
、
動
は
動
と
静
動
、
清
濁
を

根
源
的
に
峻
別
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
導
き
出
せ
た
と
思
う
。

そ
し
て
、
未
発
の
中
の
存
在
は
認
め
る
が
不
可
触
で
、
動
静
峻
別
、
専
ら
「
已
発
の
気
象
（
動
・
煩
悩
・
気
韻
）」
中
心
で

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
袁
伯
修
は
、
李
卓
吾
と
の
会
談
後
、
混
淆
（
渾
）
と
勘
違
い
し
、
ま
た
暗
い
ま
ま
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
心
の
塵
濁
（
色
）
を
取
り
除
く
と
い
う
「
無
師
智
」
の
比
喩
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
塵
濁
が
取
り
除
か
れ
れ

ば
、
本
来
の
「
無
師
智
＝
気
韻
（
を
発
す
精
神
境
地
）」
が
現
れ
、
常
に
已
発
、
感
情
は
動
で
あ
る
と
換
言
で
き
よ
う
。

そ
の
た
め
に
は
一
つ
に
未
発
の
中
（
静
）
を
峻
別
、
措
定
し
、
さ
ら
に
李
の
「
煩
悩
（
色
・
想
）」
混
淆
と
い
う
「
濁
」
よ

り
は
、
常
に
「
淡
」「
清
」
を
尊
び
、
動
、
感
情
の
「
気
韻
」
を
感
受
す
る
⑽
、
玄
妙
な
抽
象
的
な
世
界
、
心
象
風
景
を
構

成
す
る
。

つ
ま
り
董
其
昌
は
静
動
、
理
性
と
感
情
の
膠
着
に
対
し
て
、
淡
白
に
分
化
し
、
感
情
を
対
象
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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そ
の
「
雄
渾
」
な
有
り
様
を
嫌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
平
淡
化
し
て
か
ら
、
情
を
伸
び
や
か
に
肯
定
化
し
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
を
「
撈
摸
」「
意
識
」「
想
念
」
を
超
越
、
囚
わ
れ
な
い
真
心
、
真
法
で
受
け
止
め
る
禅
学
に
よ
っ
て
、
芸
術
制
作

等
も
行
っ
て
い
た
と
い
う
蓋
然
性
は
定
位
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
注
釈
】

⑴
入
矢
義
高
『
禅
の
語
録
8　

伝
心
法
要
・
宛
陵
録
』（
筑
摩
書
房　

一
九
六
九
年
）

⑵
石
井
修
道
『
大
乗
仏
典　

中
国
・
日
本
篇
12　

禅
語
録
』（
中
央
公
論
社　

一
九
九
二
年
）
を
参
考
に
し
た
。

⑶
柳
田
聖
山
編
『
禅
林
僧
宝
伝
・
訳
注
㈠
』（
禅
の
文
化
・
資
料
編
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所　

一
九
八
八
年
）

⑷
『
焚
書
』
の
邦
訳
は
、
増
井
経
夫
訳
『
焚
書
―
―
明
代
異
端
の
書
』（
平
凡
社　

一
九
六
九
年
）
を
概
ね
踏
襲
し
た
。

⑸
荒
木
見
悟
『
明
末
宗
教
思
想
研
究
』「〔
付
録
〕
公
安
派
の
仏
教
思
想
一
、
袁
宗
道
の
仏
教
思
想
」（
創
文
社　

一
九
七
九
年
）

⑹
神
田
喜
一
郎
「
董
其
昌
の
書
論
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
」（『
書
道
全
集
』
第
二
十
一
巻　

中
国　

明
Ⅱ
清
Ⅰ　

平
凡
社　

一
九
六
一
年
）

⑺
神
田
喜
一
郎
「
董
其
昌
の
思
想
に
つ
い
て
」（『
禪
學
研
究
』
58　

禪
學
研
究
會
編　

一
九
七
〇
年
）

⑻
同
右

⑼
「
神
田
喜
一
郎
「
董
其
昌
の
書
論
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
」（『
書
道
全
集
』
第
二
十
一
巻　

中
国　

明
Ⅱ
清
Ⅰ　

平
凡
社　

一
九
六
一
年
）

⑽
陳
佑
真　

松
宮
貴
之
「
董
其
昌
に
於
け
る
陽
明
学
と
禅
理
解
に
基
づ
く
書
画
論
に
就
い
て
の
考
察
」（『
書
法
漢
学
研
究
』
二
十
八
号　

二
〇

二
一
年
）
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